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*ニホンザルのオペワンt･弁別一予備試験一第31回動物心理学会 (1971)
オペラント条件づけとレスボンデンTL条件づけとの交
互作用を弁別の事態で検討する場合次の手続が とられ
る｡
Sl-Rft,S2十RftのVスポyデント分化 (RD)
を行なう前または後にS-RヰRftのオペヲyI.灸件ヴ
けな確立し,消去試行でSl,S2を呈示するとSlで多
くの反応が生じRDがオペヲyT･弁別におけるSDを形
成する｡この手続ではRDとオペランT･粂件づけとは時
間的に敗れて独立に試行されるが,オペヲン･ト条件づけ
で形成された反応が生起の直後にSl,S2をともなう手
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